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2015年度前期

4月 9i-国人のための日本語講康問講(4/9-翌3/13)
τ市山".， ... ..."ーん Eυど と《宍'" "Jl.':< 

開講22年目を迎える本前座。今年度は、 12力団的40名の然国
品叫含 白 蜘 こ~ ~ヨ ."， " 
人力自宅歪摘しています.協会ボランティア筑師の指導のもと 暑い自

己韮ぃ6d態lこおってJ4b!こ手んでし、るうちに 長訪は詮く白ま
ご a、l:O ...."，合 r、.
詔がaliせ草かった人も日常金話ができるように芯り、 「もっともっ

と61証言が王手に1eI:fJたしリとがんばってし官官。 3高13自の語室
長簡では.6;枯スピーチパーティーで ニ輸の棋を柔和
'̂， 
る予定です。

4fl 鶴林寺予言会参加(4/29)
町一，にお い .'即中旬

国宝図林寺で行われた茶会に 協会で日本語在勉..， ，.以以 ζ~ * 一司“ お

強している列国人と間師の21:呂が害加しました図慣

れ砿し憶ものほおう走崖に長しiE議した1Z争でした，.叫例 区

b'、おいしいお茶と和菓子を暁わうことができ、日
~ '~ 

本の文化に蝕れること白、できました。
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した。ワエIレネスパ クや加古川駅北のマリンガ通
"山"向。 d <11 伽 4品 I':U

りを見学した後、加古川市長表敏訪問が行われ 互
->>0， ，).'J' 

いの交官を深めました。

6月語学講座(巴/17-)
開講
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8月第25回加古川市中学生海外派遣(8/20-日/27)
~， 一 刈四円! 机叫""

"o，)jo')"出 向 山マ "ー
また、先住民族であるマオり族の文化に蝕判た口、現地
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官事1>0<.， ~...，. 山田 山"

の堂校でj聖業に参加して見聞を広めました。lii初は不安だ
"'ご "，，，- " "c，<<u 仇ち 批 “ 
った突語にも次第に慣れ、積極的に現地の人たちに話しか

ける芸が車られました。ホームステイやさまざま草d訟を
益じて 帰高崎にはご菌Dも三箇口も溺宣したようです.
"，，，， ".，""， ，."'"雪 山川山山、

こ¢良重広体験と感動(率、きっと派遣生の今自主，0)人生に生

白、されることでしょう。
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的活
①
主に、治.品話回浸混に苗ける55j社かうの議出面がdtHする
謀に、ホストファミリーとして.品【品主導をと安迭に生けえ

れていただきます。

e掛け，

I畳録要件l
~，... ~"九 M回，、刊と"，~ .""..・，，，，，
呈入期間 服遣団によって騒々 ですが、数日-1週間

産量です.

話量 dI量百最ぃ毒皆、と軍IEと由自逗でも創1です.
長通手首は翁予の2[昔、化臼IS321のiE伎をお緩い
します.

tcllf. ヘヨー日 目白，..， ~.掛

送迎平Bの日中は‘ 国際交流協会田ブロクラムがあ
るため 薗除安是センターまで主起をお弱いし

ます.

とがく

② 語学ボランティア
E説"ゐを品力、し孟長;事長をしていただきます.タf曲bt
iSb回数端、日本語力t民MI猷 のうらそれぞれの
壷義暑を義草しています。

<世間持

l宣録要件l
タf晶(錨:1dlま卦1君)で部品の齢、ま
たは白首交のti設が蓋銭芯くできる芳

[室な)~W1Ì友海l
く齢 〉 地箇草t白における崩崩発革、雨量冶
25日57品京震の品設広ど

く詣訣〉品量奇術前誌の技弘、芸誌もIb'5

のSE文前}均韮からの415を忽ど

③ サービスボランティア
チt語文への64退部品 、固ま五7td街iイベント 前海
の出助尋をしていただきます。

I畳録要件]
桂遊 i主幅広どはこ:前白いません。
[圭な，静鋪1 凡

112名のボランティアが外国人へ日本賠l3i!.1.

(半冶27~4宵~日清 )
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省晶語I主
山れ < ，~う

原則として冊報酬です.

依頼のj荒れ
実ぬこボランティァA1詰在田商いする迫2初 、そのdk詰ls....， ~Y.<L. r>..';< ，，，，，-， '-' ~ 

主b、らそれぞれの宣録者へ1Il賭しその眠頼を引き受けてい
!><，; 

にだけるb咽認いたします。

ボランティアの幡によってlsg縫最閉まか街附
ーのd薪寺で泊ぷさせていただく由1ーもあります。
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ホムステイ 45名

時半 93名

サービス 297名

告計 435名

日本題フライベ トレッスン由服子



-経験を生かしてみませんか~~あなたの技術・知

羽目酋ili市Hi身の融元議1員も頑強っています。

ペナンに派出中叩毘苗川さん。
現地の人々の健郎増進に壇り組んで
いま1f.

セネガル10派遣中白森田さん.
学絞行期に携わる広ど青少年J孟助に励んでいます。

青年海外協力隊
シ ア

海外ボランティア

年齢 20歳-39読まで 4ot~~69歳まで

町~

上記年齢であり日本国籍をもっ方応草貰栢

裂集期間 年2固 (寄 秋)

満塁間間 原則として2年 原則としてl年
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公益詰tr曲芸:人看革論判官詰16商岩 TEL:06 -6375 -2224 
JICAホームページ httpllwww.jica.go.jp 

JICA尚歯、ボランティアホームページアドレス

httpllwww.jica.go.jp/kansai/enterprise/volunteer/index.html 



l-三翠露設で合塁附 R山長雨盟竺;霊亘書謹吾妻室予言士三|
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[ 平成27年度後期講座のお知らせ

-日本語教育ボランティア養成講座(初級I)争

協会には、たくさんの外国人の方々b、う日本古学習の相談が函ります。

日本語指導に開昧がある または現在指専をしているけnど どのように教えたらいいのか分白、S1a:いという方、この前

座で教え方のコツを身につけてみませんわ、。

く日間> 平成28年1月16日-3月12日 毎週土曜日(全日回)午後11湾30分~午後4時30分

く場所〉 加古川市国際交流センタ

く内容〉 初級レベJLの日本語文法構文のポイン卜を媒介語を使わすに教える方法を学1)¥。

また、模擬j聖業在行うことでより実践的主主指~i方法在身につける。

※詳細は f広報かこがわ12月号jにもj呂!la予定です。

- 平成27年度後期事業計画(予定)・

10月 日本語教育ボランティア養成講座(初級日)

第1回ふれあい国際料理講座(ベトナム料理)

1 1月 はじめての国際交流

12月第2回ふれあl¥国際料理誠座(中国料1里)

13¥ゆまつり

1月日本語教青ボランティア妥成諮座(初級1) 

2月加古川市障がい者海外派遣 (ニュージーランドオークランド市)

加古川市青年海外派遣(ブラジル マリンガ市)

3月舛国人による日本語スピーチ)(ーティー

使用済みの切手・ハガキ等の回収 ] 

使用，商みの切手ハ刀キ インフ力一トリッジ ブリベイド力一ド{テレフ才ン力ード耳ど) 外貨コイン 飛行般のi昌

車学曹を回収しています。ハガキは出苦情じのものでも結備です.集まったものは日恋国際ボランティアセン? を通じて

東南アジア諸国の振興に役立てられます。協会まで持参いた疋く白、郵送してください。皆さんのご協力をお待ちしており

ます。

. .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 
.国際交流センター利用案内

-• 

.貸館時間

・休館日

・使用申込

午前日時~午後日時(ただし、日間日は午後50寺まで)
毎週月曜日(ただし、国民の休日等が月限目にあたるときはその翌日)

利用希望日の2ヶ月前の1日(休館日の場合はその翌日)から申込みを受け付けます。
・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

(公財)加古川市国際交流協会 干675-0017加古川市野口町良野387-1
TEL 079-425-1 166 FAX 079-425-0200 

協会活動の沼介や重参加者募集のお知5せを掲i附したホ ムベ ジ在公開しています。ぜひと覧ください。

ホ ムベージアドレス http://www.city.kakogawa.lg_jp/hp/kokusai/index_htm 
E-MAIL: kia@city.kakogawa_hyogo_jp 

加 151'1'.:IOH先行

. . . . . 


